というよ うな わけで、 あれ 以来 博士 は、 あられ もな 

ぬれぎぬ 

ぃ濡衣 をき せられて、 しきりにく すぐった がって いる- 

だいき さい 

かの 十二月 八日の 博士の 日記に は、 いつもの 大 記載と 

ことな つづ 

は 異リ、 わずかに 次の 一 行が 赤 インキで 書き 綴られ 

きょうかく 

ている だけであった。 もって 博士の 驚愕 を 知るべし。 

〃流石 儂亦顔 負 也矣！ 九排 日本軍 将兵 先生 哉！， 

おどろ 

とにかく 愕 いたの は 金 博士ば かりで はない。 全 世 

界の 全人 間が 愕 いた。 殊に 最も ひどい 感動 をう けた も 

の は、 各国 参謀 軍人であった。 あの 超 電撃 的 地球儀 的 

こうはん しんじつ 

広汎 大作 戦が、 真実に 日本軍の 手に よって 行われた そ 

お ま 

の 恐るべき 大 現実に、 爆風 的 圧倒 を 憶えない 者 は 一 人 



もなかった。 

(いや、 今までの 自分た ちの 頭脳 は、 あのような 現実 

が 存在し 得る こと を 感受す るの 能力が なか つたの だ。 

今にして はっきり 知る、 自分た ちの 頭脳 は 揃い も 揃つ 

て 発育 不全であった こと を！ ああ 情けな や) 

と、 彼らの 多く は、 それ以来 すっかり 気力 を 失って、 

しま つ 

右 向け 右の 号令 一 つ、 満足に かけられな いという 始末 

であった。 

へ しょうき 

その後 一 ヶ月 を 経て、 彼ら はよう やく 正気ら しい も 

のに 立ち 帰った ようで ある。 その 証拠に は、 あれから 

いそが 

一 ヶ月 程して から、 彼ら はしき りに： y しそうに 仕事 



集」 等々、 一 々書き 切れない。 

この 奇妙なる 文献の 山と、 彼らの くそ 真面目な 顔と 

を 見 くらべて、 もしゃ 彼らが 十二月 八日 を ショックと 

して 云い あわせた ように 気が 変にな つたので はない か 

ぎねん 

と 疑念 を 抱かせる ものが あるので あつたが、 二三の 者 

に 小 当りに 当ってみ た 結果に よると、 変にな つたわけ 

でもない らしい。 そして 彼らの 整理 簿の 上に は、 これ 

また 云い あわせた ように、 次の 如き 格言 様の 文句が 見 

やすきと ころに 大書され てあつた。 すなわち、 

"世の中に、 真に 不可能なる もの は 有り得ず。 ナボレ 

オン. 



又 日く、 

〃不可能なる もの こそ 最も 恐るべく、 且つ 大 警戒す ベ 

し。 フランキ！ ル— ズ ベルト" 
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その フランキ—. ル —ズ ベルトで あるが、 彼 は 十三 

ごしょく 

月 八日 (十三 月 は 誤植に あらず、 アメリカ では 一 九 四 

一 年の 大 惨敗 を 記念す るた めに 従来の 如く 十二月 末日 



を 過ぎても 年号 を 改める こと をな さず、 その後 は 一 九 

四 一年 十三 月、 一九 四 一年 十四 月、 エトセトラ という 

が 如く 同じ年 号で つづけて いくこと となった。 だから 

十三 月と いう は、 欧洲で いう 一九 四 二 年 一月の ことと 

思えば よろしい ので ある) その 十三 月 八日に おい 

て、 彼ル— ズ ベルト は、 彼の 特使 を、 かの 金 博士に 面 

会 さすべく 遂に 成功した のであった。 

「わし はル— ズ ベルト は 嫌いだよ。 あいつ はわし の大 

嫌いな 人間 じ やからな」 

金 博士 は、 最初の 一 撃で もって、 特使 を ご つんと やつ 

つけた —— つもりであった。 しかし 最初の 一撃に は、 



「ああ、 もうし、 ちょっと お待ち 下さい。 この 件 を 

ごしょう だく だい とさつじょう あらた 

御 承諾 下さいますならば、 シカゴの 大 屠殺場に、 新に 

だ いくんせ い こうじょう 

大 燻製 工場 をつ けて、 博士に プレゼント すると も 申 

されて 居ります ぞ」 

「あほらしい。 シカゴ は 既に 日本軍の 手に 落ちて、 自 

治 委員会が 出来て いると いう じ やない か。 お前さん は、 

だ ま 

わし を偽瞞 しに 来な すった か」 

「と、 とんでもない。 ええと ソノ、 私の 今 申しました 

シカゴと いう は、 元の シカゴではなくて、 今回 ュ ー タ 

州に 出来 ましたる ヌ ー. シカゴの ことです。 その 

ヌ ー . シカゴの 大 屠殺場に …… 」 



「これこれ、 空虚なる 条件 を もって、 わし を たぶらか 

そうと 思 つ て も 駄目 じ や。 もう 帰つ て 貰いましょう」 

「空虚と いう わけではありません ぞ。 わが 大統領 も、 

全く 以て 真剣なん です。 その 証拠に は、 ここに 持って 

参り ましたる 燻製 見本 を 一 つ 御風 味ね がいたい。 これ 

さじ ゆ-つ 

はわが アメリカ 大陸に しか 産 しないと いう 奇獣 ノクト 

ミカ. レラ ティ ビアの 燻製でありまして、 まあ 試みに 

この 一 片を 一 つ ：••： 」 

と、 特使 は、 隠し持つ たる フォ ー クと ナイフ を 

でんこうせ つ か 

電光 石化と 使い わけて、 あやしげなる 赤味 をお びた 肉 

の 一片 を、 ぼい と 博士の 口に 投げ入れる なれば、 かね 



た。 しかし 特使 は、 失望す る ことなく、 いやむ しろ 相 

当の 自信 ありげ に、 金 博士が 怪しき 燻製 肉ノク トミ 

力 • レラ ティ ビアの 見本 全部 を 喰べ 終る の を しずかに 

見 まも つてい るので あった。 
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卓上の 一切 を 平け 終った とき、 金 博士 は 嵐の よう 

ためいき 

な 溜息 を 立てつ づけに 発した ことであった。 



「えええ ッ。 そいつ は 豪勢です ね。 いや 砲弾ば かりで 

はない。 空中から して、 日本 空軍の まきちらす 重爆 弾 

が 雨 下命 中したら ば、 どうなります か」 

「たとえ 幾 十 発 幾 百 発の 重爆 弾が 落ちて こようと も、 

あとに 一 つの 穴 だって 明かない。 絶対に 大丈夫 だ」 

「しかし、 このと き 空中 魚雷 を 抱きた る 日本の 攻撃 機 

数十 台が 押し寄せ、 ど ど どっと、 空中 魚雷 を 命中 させ 

…：- J 

「穴 は 明きません」 

「続いて、 果敢なる 日本 潜水 艦隊が 肉薄して、 数十 本 

の 魚雷 を 本 艦の 横腹 目が けて 猛然と 発射 するとき は… 



〜」 

「大丈夫 だとい つたら、 大丈夫 だ。 しかし 大統領に こ 

ういい なさい。 たしかに 不沈 軍艦 一 隻 —— しかも 

排水量 九 万 九 千 トンと いうで かい やつ を 造って お 渡 

きんせん 

しする。 しかし わし は、 これ を 金銭 づ くで 作って やろ 

うとい うので はない …… 」 

「わかって います。 燻製 肉の 一 件 …… 」 

だいしょう 

「いや、 燻製 肉の 代償 を 欲して いる わけで もない。 

よくしん 

慾 心で、 それ を 造って あげようと いうので はない」 

「すると 全面的に、 わが アメリカ を 援助 せられて …… 」 

うぬ ぼ 

「自 唿れ てはいかん。 とにかく この^ 償と して、 わし 



信用せ よ」 

「ほ、 本当で ございま すか。 ほほ ほつ、 それ はまた 夢 

のよう だ。 すると、 やがて わが アメリカ は 九 万 九千ト 

ンの不 沈 軍艦 を百隻 作って、 太平洋に 押し出す の だ。 

さ つ そく 、- とま ご 

こいつ は 素晴らしい ぞ。 では 博士、 早速です がお 暇 乞 

さ ゅラさ よ 

い をして、 急遽 帰国の 上、 神経衰弱 症の 大統領 を 喜ば 

してやりましょう」 

くず ぱな おさ 

特使 は、 崩れ 放しの 笑顔 を、 両手で 抑える ようにし 

て、 あたふたと 博士の 研究室 を 出て いった。 
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月日の たつの は 早い もので、 早く も、 あれから 十ケ 

月経った。 

まさ 

時 正に 一九 四 一年 一 一十三 月であった。 

ここ は ワシントンの 白堊 館の 地下 十二 階であった。 

その 一 室の 中で 大統領 ル— ズべ ルトの ひびの はいった 

たけ ぼら 

竹 法螺の ような 声が する。 

「おい、 シ モンよ。 シ モン はいない か」 

かじつ 

そこへ あたふたと、 廊下 を 走って、 過日の 特使 シモ 



ような 顔をしかめ てい つた。 

「どうも 近頃の タイヤ は、 弱くて 不愉快 だ。 なにしろ 

再生 ゴム だからな」 
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新鋭 戦艦 マサ チュセ ッッは 大統領と その 幕僚、 そ 

れに金 博士 を 乗せる と、 沖合 さして 二十 三 ノットの 速 

度で のりだし ていった。 



「キンメル 提督？ ああ 神よ、 彼の 上に 冥福 あれ。 お 

ほうげき かた 

い、 ャ ー ネル 提督、 砲撃 方 始め」 

「ォ ー ケ ー、 フランキ ー」 

と、 そこで 両洋 聯合 艦隊 司令官^ -— ネル 提督 は、 電 

話 機 をと つて、 砲撃 命令 を 下した のであった。 

戦艦 マサ チュセ ッッと インディアナの 四十 センチの 

あわ ぎょうかく 

巨砲、 併せて 一 一十 門 は 、ぎりぎりと 仰角 を あげ、 ぐるつ 

と 砲門の 向き を かえた かと 思う と、 はるか 五千メ J r 

ル の 沖に じつ と 静止して いる 驚異 軍艦 ホノルル 号の 

げんそく しょうじゅん さ だ 

舷側に 照 準 を 定めた。 

「照準よ ろしい」 



「何 だい、 あれ は」 

大統領 は 怪訝な 顔。 

そこへ、 さっきから 置き忘れられ たような 金 博士が、 

小さい 身体 をち よこち よこと のりだし できて、 大統領 

に 耳う ち をした。 

「ええつ、 そ、 そうか！」 

おどろ 

大統領の 愕 き は 一 方で はな か つ た。 

「ふ— ん、 命中弾 は、 たちまち 艦 内 を 通り抜けて、 艦 

底から 海底へ 突入、 そこで 爆発した の だとい うの か。 

こい つ は 驚異 じ や」 

「句 です つて？ | 



たんせい 

と、 お -1 ネルが 大統領の 歎声 を 聞きと がめ、 

「ああ 大統領 閣下。 金 博士 ごとき 東洋人に たぶらかさ 

れて はなり ませぬ。 第一 おかしいで はありません か。 

命中した ら 必ず 艦に 穴が 明く はず、 穴が 明けば 必ず そ 

ごうちん ないし げきちん 

こから 海水が 入って、 たちまち 轟沈 及 至 撃沈と なる は 

げんぜん 

ず。 ですから、 あんなに 厳然とし ている はず はあり ま 

せんぞ」 

「わつ はつ はつ」 

金 博士が、 あたり 憚らぬ 大声で 笑い出した。 

「これ 金 博士。 あなた は 司令官 を 侮辱な さる か」 

「わつ はつ はつ、 -— ネル 君。 さっき 君 は、 たしかに 



五 弾 命中と 自らい つたで はない か。 それ にも拘らず、 

今 さら 一 弾 も 命中せ ざる ごとくい うの は 何事 だ。 それ 

とも、 たった 五 千メ— トルの 距離から、 静止せ る 巨艦 

を 射撃して、 二十 門の 砲手が、 悉く 中り 外れた とで 

も 仰 有る のかね。 なんという 拙劣な 砲手 ども 揃い じ や 

ろう」 

「ああ、 う— む、 それ は …… 」 

ャ— ネルの 赤い 赭ぃ 顔が、 急に カンバスの 如く 白く 

なった。 

金 博士 は、 それ 見ろ といわん ばかりに、 提督の 顔 を 

1 九 目に 見て、 



「御覧に なれば、 なんだ こんな もの かと 思われる です 

よ ，3 まま ま」 

と、 金 博士 は 謙遜と も 皮肉と も 分からない 笑い 方 を 

して、 大統領 を はじめ、 建 艦 委員た ち を 案内して、 驚 

異 軍艦 ホノルル 号に ついていった。 
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艦に は、 ふしぎに も、 水兵 一人 居らなかった。 そし 
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大統領 は 命から がら 沈みつつ ある 不沈 軍艦 ホノルル 

号 を 退 艦した。 

後が ワシントンに 帰って きたと き は、 出かける とき 

じょ うき げん 

と はちがつて、 大した 上機嫌であった。 

「さあ、 余 は 百 隻の不 沈 軍艦 を、 これから 一年間のう 

さっそく きょうしょ 

ちに 所有す る ことになる ぞ。 早速 建 艦 命令 教書 を 書 



くこと にしよう。 おお； ^ -— ネル か、 すばらし いじ やな 

いか。 再生の わが 不沈 艦隊 は …… 」 

「しかし …… 」 とャ ー ネル は、 不審の 様子で、 大統領 

の よろこぶ 顔 を 見上げて いう。 

「不沈 軍艦 建造 案 は、 たいへんよ ろしいで すが、 大統 

領 閣下、 それに 使う ゴ ムは どこから 手に入れ るので ご 

ざ いまし ようか」 

らん いん し ま 

「なに ゴム？ ゴム は 蘭 印 マ レイから …… いや 失敗つ 

た」 

とたんに 大統領 は、 蒼白に なって、 椅子の 上に のび 

へ きかん 

てし まった。 一体 どうしたと いうので あろう。 壁 間に 
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